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共感の

会議術
その本質にせまる

1

公益財団法人 日本生産性本部
主席経営コンサルタント 寺沢俊哉

TERAMEDIA All right reserved

寺 沢 俊 哉

大手流通系企業を経て、１９８９年、公益財団法人 日本生産性本部にコンサルタン
ト給費生として最年少で入社。以来、経営コンサルタントとして約３０年にわたり、
上場企業から中堅企業まで約２００社の経営コンサルティング、数万人の研修を実施。
コンサルティングと研修を融合させた、独自のワークショップは、参加者自身の課題
を題材に進めるため実践的であり、リピート率は８割を超える。研修テーマは、リー
ダーシップ、ファシリテーション、プレゼンテーション、講師養成など。１９９８年
以降、卓越した企業を表彰する「日本経営品質賞」の審査員として、その後、埼玉
県・徳島県経営品質賞判定委員として、経営品質の普及推進活動に従事している。
２０１５年より、「人前で教える技術」を磨きあう、「ライブ講師®実践会」を主催。
数多くの講師、コンサル、ビジネスリーダーが参加し、ともに学びを続けている。

公益財団法人日本生産性本部 主席経営コンサルタント
ライブ講師®実践会 代表 https://live5.jp/terasawa

メルマガ「講師のネタ帳365」 https://live5.jp/mmm

人前で話す・
教える技術

（生産性出版）

感動の会議！
（ディスカヴァー21）

プロ研修講師の
教える技術

（ディスカヴァー21）

人材育成
（中央経済社）

対話で学ぶ経営品質
（生産性出版）

１分で
共感される会議
（生産性出版） 2
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https://live5.jp/terasawa
https://live5.jp/mmm
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駐車場の番号は？

3
TERAMEDIA All right reserved

３つの喜びをわかちあう

会議とは、解決を喜びあう場 である

解決の喜び

貢献の喜び

学習の喜び

共感 Ｐ43

4
TERAMEDIA All right reserved
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会議チェックシート

5

質 問 ＹＥＳ ＮＯ

１ 会議のゴール（終了条件）が不明なまま、会議がはじまることがある。

２ メールやチャット、ファイル共有ですむ結果報告や情報共有のため
に、わざわざ会議が開かれることがある。

３ 発言せず、だまっているだけの人がいる。一方で、声の大きい人や
特定の人の発言が中心で、その人が費やす時間が長い。

４ 本当に本音を言っていいのかどうか、不審に思い、躊躇してしまう
ことがある。

５ 事前案内が不備で、本来なら、参加者各自、準備しておくべきこと
が準備されないまま、会議がはじまることがある。

６ 論理的な意見でなく、感情的な意見に振り回されることがあり、そ
れを制御できないことがある。

７ 結論は出たが、参加者が、次に何を実行すればいいのか、わからな
いことがある。

８ 会議開始前よりも、終了時の方が、疲労感が増している。（いい意
味での疲労感・充実感はＯＫ）

共感 Ｐ６

TERAMEDIA All right reserved

だれも、会議の技術を、
体系的に学んでいない！

6
出版時期 日米で２７年の差

アメリカでは、
「会議が絶対
うまくいく法」
Ｍ.ドイル＆
Ｄ.ストラウス
１９７６年に
出版。

日本では、
日経新聞社から
翻訳本が、
２００３年６月に
発刊。同年、
日本ファシリテー
ション協会設立。

『会議が絶対うまくいく法』

TERAMEDIA All right reserved
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どんな会議がありますか？

●朝礼(毎朝５～１０分程度）
～連絡事項の共有など

●定例会議（週次・月次・四半期毎）
～重点課題の意思決定など

●社外の会議
～お客様との交渉、協働など

●プロジェクトなど不定期会議・研修
～課題解決、人材育成など

●その他（表彰・イベント、立ち話など）
7

TERAMEDIA All right reserved

会議に関する悩みや課題をあげてみよう

8
TERAMEDIA All right reserved
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こんなときどうする？

こちらから話しかけても反応がない

批判的な発言ばかりする人がいる

話が長い、横道のそれる人がいる

明らかに忖度した発言ばかりする人がいる

共感 Ｐ51

9
TERAMEDIA All right reserved

オンライン会議による悩み （メルマガアンケート2022）

・相手の方が本当に聴いているか不安（顔出しなし・画面共有）

通常の社内会議のケース、法人営業として先方と話しているケース両方

・オンラインになって、むしろ形式的になっている（ながら仕事）

・オンラインになって短い時間の（細切れ）会議が増えた

・時間内にゴールに達する方法（オンラインが進み、会議の時間がつまってきてい
る） 結論が出なかったときの対応

・レベルの低い話はするな的な雰囲気を出しているときがある

・だれも意見をいわなくてシーンとなっているときの対応（苦しい）
・話がとまらない人の対応（強引な割り込み）

・深い話ができない 創造的な話ができない

・決めるとやらないとならないので、先送り（責任をとりたくない）

・もともと意見のあわない人とのやりとりが、ますます困難に

・複数パネリストのコーディネイトをやるのだが、うまくできるか心配

・実際の課題を扱う研修を行う予定。意見をうまく引き出せるか心配

・もともと、仕切りがヘタな人は、オンラインになって、もっとダメ（ファシリテーター
による差がハッキリした）

10
TERAMEDIA All right reserved
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会議とは、
解決を喜びあう場 である

解決の喜び

貢献の喜び

学習の喜び

共感 Ｐ43

11
TERAMEDIA All right reserved

会議とは、
ピットイン である

共感 Ｐ43

12
TERAMEDIA All right reserved

11
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「共感の会議」 を実践する ５ＳＴＥＰ

解決を喜びあう場 をつくる人

13

ＳＴＥＰ２ 共有会議をやめる

ＳＴＥＰ３ 企画術をマスターする

ＳＴＥＰ４ 進行術をマスターする

ＳＴＥＰ５ 場をホールドする

ＳＴＥＰ１ 今の状態を知る

共感の会議マスター

13
TERAMEDIA All right reserved

ＳＴＥＰ１ 今の状態を知る

解決を喜びあう場 をつくる人

14

ＳＴＥＰ２ 共有会議をやめる

ＳＴＥＰ３ 企画術をマスターする

ＳＴＥＰ４ 進行術をマスターする

ＳＴＥＰ５ 場をホールドする

ＳＴＥＰ１ 今の状態を知る

共感の会議マスター

14TERAMEDIA All right reserved

13

14
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方法から入るか 全体から入るか

会議棚卸表

課題整理表②

会議制度全体の見直し

課題整理表①

会議方法の見直し

15
TERAMEDIA All right reserved

会議棚卸表（エクセル見本）

16
TERAMEDIA All right reserved

15

16
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会議開催ルールを決めた事例

17

ステップ１ 開催の可否

ステップ２ 事前の
準備

ステップ３ 当日の進行

ステップ４ 終了後のフォロー

17TERAMEDIA All right reserved

会議変革プロジェクトの例

18

５～７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 2018年 1月 2月 3月

全体

チームA

全社会
議の見
直し

チームB

対話技
術の向

上

個別ヒアリング
会議オブザーブ

会議
棚卸

第
１
回

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
・ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

会議参加
者へのア
ンケート
・意識づけ
・実態把握

事前
資料

会
議
マ
ニ
ュ
ア
ル
（ve

r.

1
）

会
議
マ
ニ
ュ
ア
ルve

r

1.

0

主催者ヒア
リング

会議ゴール
とのギャップ

会議ﾌｫｰﾏｯﾄ
議事録

安全会議
逸脱会議

会議想定
理想
現実

1 日
研修

趣旨
役割

第
２
回

第
３
回

第
４
回

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ･

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
研
修

1 日
研修

会
議
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修

社
内
改
善
発
表
会
で
の
ポ
ス
タ
ー
発
表

会議ルール
標準マニュアル

試用
ブラッシュアップ

F
T
ﾘ
ｰ
ﾀ
ﾞｰ

m
tg

F
T
ﾘ
ｰ
ﾀ
ﾞｰ

m
tg

F
T
ﾘ
ｰ
ﾀ
ﾞｰ

m
tg

主要会議参加者
アンケート

ギャップを埋めるた
めの協議支援

会議
マニュアル

FT=ファシリテーターの略

TERAMEDIA All right reserved
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ここまでで気づいた事

方法から入るか？ 全体から入るか？

19TERAMEDIA All right reserved

ＳＴＥＰ２ 共有会議をやめる

解決を喜びあう場 をつくる人

20

ＳＴＥＰ２ 共有会議をやめる

ＳＴＥＰ３ 企画術をマスターする

ＳＴＥＰ４ 進行術をマスターする

ＳＴＥＰ５ 場をホールドする

ＳＴＥＰ１ 今の状態を知る

共感の会議マスター

20
TERAMEDIA All right reserved

19

20
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単行本型 ｖｓ 雑誌型
【単行本型】

オープニング

メイン

ある１つのテーマ

・生みだす

・決める

・巻き込む

エンディング

【雑誌型】

オープニング

メイン

複数のテーマ

・議題①

・議題②

・議題③

エンディング

共感 Ｐ191

21
TERAMEDIA All right reserved

「生みだす」 会議

「 決める 」 会議

「巻き込む」 会議

ダメな会議、あるある・・・

単に、情報の共有だけ（数値の読み上げだけ）で、

上司や一部の人が一方的にコメントを返すだけだったら・・・

共感 Ｐ40

会して議せず

議して決せず

決して動かず

「情報共有」 会議

会議は、ゴール（終了条件）で分類する
22

TERAMEDIA All right reserved

21

22
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ＳＴＥＰ３ 企画術をマスターする

解決を喜びあう場 をつくる人

23

ＳＴＥＰ２ 共有会議をやめる

ＳＴＥＰ３ 企画術をマスターする

ＳＴＥＰ４ 進行術をマスターする

ＳＴＥＰ５ 場をホールドする

ＳＴＥＰ１ 今の状態を知る

共感の会議マスター

23
TERAMEDIA All right reserved

ワンシート企画書 「タコのゴースト」
会議をはじめる前に、以下のシートを埋めて準備します。
この内容は、事前に参加者全員と共有します。

【タイトル】 【根拠】

【スタート】 【ゴール】

【ストーリーライン】
・オープニング（ 分）
・メイン（ 分）
１
２
３
・エンディング（ 分）

なぜ今、開催するのか、
オーナーの思いを、わか
りやすく、心に届くよう
に伝えましょう。

・参加者の人選
・事前課題
どのようにお願いするか

・環境設定
・グラウンドルール

スタートとゴールをつなぐのが
ストーリーライン（目次）となります
必ず、スタートとゴールを決めてから
つなぎましょう。

タ
コ

ゴー

スト

24

どのようにしたら「 」
になるだろうか？

23

24
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コ 根拠を明確にする

●なぜ、わざわざ忙しい中を、ここま
でして、私は、対話の場をもうけな
ければならないのか？

●なぜ、他の方法ではダメなのか？

●今日の会議の、全体の中での位置
づけは？（プロジェクトの中で）

すべては自分事として語る

「自分が源泉」

課題のオーナーを明確にする

25
TERAMEDIA All right reserved

環境に配慮しよう①

●イスは （人数分） だけ

人数分の席を
26TERAMEDIA All right reserved

25

26
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27

環境に配慮しよう②

時間場所 インテリア 照明 空調 掲示物 ＢＧＭ、レ
イアウト、ホワイトボード、プロジェクター名札、テキスト、
筆記用具、付箋紙、ツール他

人前で話す・教える技術
（生産性出版）

良 さ 留意点

①パワーポイント 前をむいて学べる 見やすさ

②ホワイトボード
（模造紙）

〃 １つひとつ確認
話を受けとめられる

早く書く
整理しながら書く

③映像教材 〃 臨場感 時間がかかる

④ノート・シート
（書込・穴埋型）

集中して思考できる
記録に残せる

うつむきがち

⑤本・資料 じっくり復習できる 量が多い 棒読み

⑥ポストイット＆ペン 自由に並べ替え ペンの太さ

⑦タイマー・鈴 時間管理 声がけ

⑧実習ツール さまざまな展開 効果的な活用

詳しくは

TERAMEDIA All right reserved

事前準備で気をつけている事

28
TERAMEDIA All right reserved

27

28
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それぞれの関係性

29

ファシリテーション（多対多）

プレゼンテーション（１対多）

コーチング（１対１）

ロジカルシンキング

問題を相手に解決してもらう（質問を投げる）
・受け取る（聞く、読む）
・届ける（話す、書く）

問題を解決する
・論理的に考える（論理学）
・認知や感情を理解する（心理学）

問題を一緒に解決していく 巻き込む

問題を一緒に解決していく 届ける

TERAMEDIA All right reserved

実習 ある家族の物語

30
TERAMEDIA All right reserved

29

30
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問題解決のフレームワークを意識しよう

現 状

将 来

BE

BE

DO

問題：現状をネガティブにとらえた表現

課題：将来のボジティ
ブな状態にむ
けて活動を起
こそう！

＋

＋ －

－
でどうする？

どうなってる？

どうなっていたらいい？何が大事？
（グラウンドルール）

なぜなんだ？

31
TERAMEDIA All right reserved

「質問」 によって対話が導かれる

ファシリテーターは、
（ 質問者 ）

相手に、答えを見つけてもらう
「自ら考えたことなら、人は、

自ら行動する」
32

TERAMEDIA All right reserved

31

32
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「問いかけ」 が会議を進める

●ゴールを定める問い

セントラル（リサーチ）クエッション
「私たちがめざす姿は？」 「どのようにしたら、○○が実現する？」
「Ａ案とＢ案、どちらがいいでしょうか？」 「Ｃ案について、具体的に
どんな行動をとったらいいでしょうか？」・・・

共感 Ｐ115

●プロセスを導くを定める問い
①導く問いかけ

「現状の悩みは」 「具体的には」
「どうしたらいいでしょうか」・・・

②揺さぶる問いかけ

「もし、○○の立場だったら」
「１０点満点だとしたら、今は何点？」 ・・・

33
TERAMEDIA All right reserved

事前にどこまで進めておくか

共感 Ｐ184

共有 事前に情報を理解しておいてもらう（一読）

評価 問題点やうまくいっていることを整理してくる

理想 どうなったらいいかを考えてもらう

改善 改善案を考えておいてもらう

そして、集合
34

TERAMEDIA All right reserved

33

34
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ここまでで気づいた事

35
TERAMEDIA All right reserved

ＳＴＥＰ４ 進行術をマスターする

解決を喜びあう場 をつくる人

36

ＳＴＥＰ２ 共有会議をやめる

ＳＴＥＰ３ 企画術をマスターする

ＳＴＥＰ４ 進行術をマスターする

ＳＴＥＰ５ 場をホールドする

ＳＴＥＰ１ 今の状態を知る

共感の会議マスター

36
TERAMEDIA All right reserved

35

36
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オープニングとエンディング

オープニング
①開始前準備
②オリエンテーション
③チェックイン

エンディング
①まとめとＱ＆Ａ
②決まったこと、やること
③プロセスのふりかえり

共感 Ｐ199

37
TERAMEDIA All right reserved

オープニング
チェックインのおすすめ

１ ＧＯＯＤ ＆ ＮＥＷ

２ （テーマ） と私

３ 手上げ

４ さまざまなアイスブレイク

共感 Ｐ204

38
TERAMEDIA All right reserved

37

38
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エンディング まとめのＱ＆Ａ

●基本的な流れは
① 感謝 「ご質問ありがとうございます」
② 確認 「・・・という質問でよろしいでしょうか」
③ 回答 「それは、△△です。なぜなら・・・」
④ 確認 「よろしいでしょうか」
⑤ 感謝 「ありがとうございました」

●気持ちとしては
① 質問者を味方にする
② 質問者は対等な仲間である

（上から目線や、へりくだったりしない）

★答えられない質問はない！

共感 Ｐ208

39
TERAMEDIA All right reserved

エンディング
プロセスのふりかえりのおすすめ

３つのポイント

１ 会議開始時に、会議のゴール
(終了条件）が明確に共有されたか？

２ 会議中は、全員が発言したか？

３ 会議終了時に、「決まったこと」 「やること」

「次回の案内」 が確認されたか？

共感 Ｐ216

40
TERAMEDIA All right reserved

39

40
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基本型 実践活用

生みだす会議 ・「問い」が流れをつくる
・現状～未来、＋/ー

など、問う順番を
工夫する

決める会議 ・決め方を決めておく
・モノサシを決めておく
・メリット/デメリットを

合意する

巻き込む会議 ・なぜなら/どのように
・チャックアップ/

ダウン
・参加に導く

進行パターン

Ａ Ｂ

Ｍ

Ｄ

共感 Ｐ217-

41
TERAMEDIA All right reserved

（例） 残業削減

テーマ：むだな残業時間を減らして
みんなが気持ちよく働けるよう
するには、どうしたらいいか？

Ａさん：子育て中の女性で時短勤務中

Ｂさん：新入社員、たくさん働きたい

Ｃさん：窓際おじさん社員で、家に帰りたくない

Ｄさん：マネジャーで残業時間を減らすように言われている

Ｅさん：仕事ができる中堅社員。効率化に関心がある

Ｆさん：家を建てたばかり、生活のために残業代が必要

42TERAMEDIA All right reserved

41

42
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（例） ｅラーニング

テーマ：ｅラーニングを
導入すべきかどうか？

Ａさん：ＩＴ企業からの転職者、営業でモバイル端末活用、面倒はいや
Ｂさん：フレッシュな新入社員 友人のパーティーで動画撮影など経験
Ｃさん：正直よくわからす基本的に反対。プライドの高い中年社員
Ｄさん：パート主婦 家ではペットのブログなどにはまっている
Ｅさん：システム担当者、他社でも検討中らしく、ぜひ当社でも

*ｅラーニング ＰＣだけでなく、スマホも検討中。自分たちで撮った
動画配信（You Tubeで無料配信可能)も無料で可能。セキュリティー
についてはクリアできる見込み

会議を進める２０の質問パターン①～③

的確な質問をすることで、参加者が積極的に意見を述べてくれるようになります。
２０のパターン、進行中に思い出していただけるとよいでしょう。

44
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チャンク

くだもの ナシ

ブドウ

ラフランス

２１世紀

具体的には？ ダウン
他には？ ラテラル
要するに？ アップ

チャンク ＣＨＵＮＫ（肉のブツ切り）

って言うのは？

45
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予定調和で終わらせないためには

「もし・・」
１ 立場に立って考える

（ユーザー思考、バックキャスト）

２ ＣＥＭＲＡＰＳなどの定石を使う

３ リフレーミングして考える

４ ビジネス構造を俯瞰するチカラをもつ

共感 Ｐ220
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ピーターソン氏は、コペンハーゲンで重要な商談に
参加するため、アーランダ空港に向かうが、到着した
とたんに大変なミスに気がついた。航空券をホテル
に置き忘れてしまった。

わらにもすがる思いでスカンジナビア航空のチケッ
ト係に相談すると、予想外の回答が待っていた。「ご
心配はいりません。搭乗カードをお渡しします。仮発
行の航空券もそえておきます。ホテルのお部屋番号
とコペンハーゲンの連絡先さえ教えていただければ
後はこちらで処理しましょう」。

係員はすぐさまホテルに電話し、航空券を見つける。
そして自社リムジンを手配し、ピーターソンの出発前
に航空券が彼の手元に届いた。

「ピーターソン様、航空券でござい
ます」。おだやかな声に何より驚い

たのは当事者である彼自身だった。

ヤン・カールソン 「真実の瞬間」 より

ユーザー思考

ある、ガソリンスタンドの例
子連れのややギャル風のお母さん

「真実の瞬間」 カスタマージャーニーマップ

47TERAMEDIA All right reserved

場数を踏んで介入の技術を身につける①

①Ａさん「私としては、○○がよいと思います。それから、□□の案も捨てが
たいし・・・。そうそうそう言えば」・・意見を言っているようだが、思いつきで
しゃべり続けている。
Ａさんの発言に対し、別のＢさんが「そうだよね～」といって話が止まらない。

②Ｃさん「○○のケースに対して、顧客本位だからといってそうした具体策を
とれなんて、論理のすりかえだ。くだらない、こんな議論はは机上の空論だ。
さっきの話し合いは適当にやってみたが・・・意味がない」 さらに、Ｃの発言
に対して、Ｄさんが「ちょっとお前、適当にやったっていうのはどういう事だ。
みんな真剣にやっているんだぞ」と怒りだした。

③「今までのみなさんの議論を聞いていて、勉強になりました。でも、自分は
アイデアも出ないし、よくわからない。この先も参加しないとダメですか」と発
言した。

進行役として、どう対応したらいいでしょうか？

48TERAMEDIA All right reserved
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場数を踏んで介入の技術を身につける②

④上位職の人が「この件については・・・」と、明らかに的はずれな事を、
延々と話し出して止まらない。

⑤「××の案については、現実的にムリだと思う。専門家の立場からいう
と・・」批判家になっている。それも、専門知識をひけらかしている。

⑥同じ話を、何回も繰り返す人がいる。

⑦ゲーム形式の実習を行った。本来は、その結果から自分の仕事に置き
換えて振り返りをして欲しいのに、いつまでたっても、ゲームの勝ち方の議
論に終始している。

⑧連絡なく遅刻してきた。
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ここまでで気づいた事
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ＳＴＥＰ５ 場をホールドする

解決を喜びあう場 をつくる人

51

ＳＴＥＰ２ 共有会議をやめる

ＳＴＥＰ３ 企画術をマスターする

ＳＴＥＰ４ 進行術をマスターする

ＳＴＥＰ５ 場をホールドする

ＳＴＥＰ１ 今の状態を知る

共感の会議マスター

51
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歌舞伎の花道
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注意しましょう 「シエア」

シ 姿 勢
エ 笑 顔
ア アイコン

タクト
53
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感じのよい「振る舞い」

シエアハウス
シ 姿 勢
エ 笑 顔
ア アイコンタクト
ハ ハッキリ話す
ウ うなづいて受けとめる
ス 素 直

共感 Ｐ74
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ハッキリ話す しくじり先生①

「私は、そのとき、
○○○しました」

「それは、
●●だったのです」

「ところが」
次のページを
お開きください

「スライド奴隷からの脱却」
55
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ハッキリ話す しくじり先生②

「私は、そのとき、
○○○しました」

「いや本当に、
●●だったのです」

（ウソでしょ）
次のページを
お開きください

「独り言からの脱却」
56
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57

●「積極的傾聴（Active Listening）とは？
1.共感的理解 (empathy, empathic understanding)
相手の話を、相手の立場に立って、相手の気持ちに共感しながら理
解しようとする。

2.無条件の肯定的関心 (unconditional positive regard)
相手の話を善悪の評価、好き嫌いの評価を入れずに聴く。相手の
話を否定せず、なぜそのように考えるようになったのか、その背景に
肯定的な関心を持って聴く。其のことによって、話し手は安心して話
ができる。

3.自己一致 (congruence)
聴き手が相手に対しても、自分に対しても真摯な態度で、話が分か
りにくい時は分かりにくいことを伝え、真意を確認する。分からない
ことをそのままにしておくことは、自己一致に反する。

ウ 受けとめる 積極的傾聴
カール
ロジャース

TERAMEDIA All right reserved

チャンクを活用した 「バインド」をかける質問

Ｃ１ 旅行に行かない？

（Ｏ１ 旅行について、どう思う？）

Ｃ２ 沖縄旅行に行かない？

（Ｏ２ 沖縄旅行について、どう思う？）

Ｃ３ 沖縄にいくとしたら、のんびりしたい？

アクティビティーに参加したい？

（Ｏ３ 沖縄旅行でやりたいことは？）

＊Ｃ クローズドクエッション（Ｙ／Ｎ） ＊Ｏ オープンクエッション
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図解は質問 （バインド） である ①

Ｓ
強みはなに？

Ｗ
弱みはなに？

Ｏ
追い風要素？

Ｔ
向かい風要素？

共感 Ｐ113
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図解は質問 （バインド） である ②

●ＶＲＩＯ ●キャズム

●ビジネスモデルキャンバス ●５フォース

60
TERAMEDIA All right reserved

59

60



31

ビジネス構造の俯瞰 （例） 経営品質 新ガイドライン

経営の設計図 実践領域（活動と成果）

①歴史を振り返る

②強み・価値観を
探求する

③これまでの
成功ストーリー

④ビジネスモデル
環境変化の理解
単独 / 複数事業
・組織能力
・顧客・市場
・顧客価値提供

Ⅰありたい姿

Ⅱ戦略
（道筋）
Ⅵ変革目標

Ⅲ組織能力

Ⅳ顧客・市場

Ⅴ顧客価値提供

１リーダーシップ
ありたい姿へ導く

２戦略思考と
実効性の向上

３組織能力の向上
と最適化

４顧客市場の洞察
と理解

５顧客価値の
創造と提供

６ 事業成果
１）変革目標

の結果
２）持続性

卓越性の結果
３）成果からの

振り返り

61TERAMEDIA All right reserved

ここまでで気づいた事
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会議は、会社の縮図

部門をこえ、役職をこえた会議で、自由な意見交換が進む

自分たちで創るクリスマスコンサート

川越胃腸病院（埼玉県）

天使が天使でいられる職場

TERAMEDIA All right reserved
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人生の終わりに残るのは、我々が
集めたものではなく、与えたものだ。

ジェラール・ショドリー
• “Ce n'est pas ce que nous avons amassé qui reste après cette vie, 

mais ce que nous avons donné.” Gérard Chaudry

ありがとうございました（寺沢俊哉）
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